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I はじめに

一昨年度、昨年度と、我々はレジャー行動モデルに関する研究を継続して行ってきたが、その結果、レジャーに関す

る主体的重要因と環境的要因の両者を結びつけるものとして、ストレスコーピングに関する能力を組み込んだレジャー行

動モデル構築の端緒を見い出すことができた。

本年度はさらに、このストレスコーピングに関する能力を組み込んだレジャー行動仮税を細かく検討していくために、

昨年度の研究では一元化して取り扱ったレジャー活動に関する数値を処理し直し、これに注目して分析を試みるものと

する。したがって、数値に関しては、昨年度のデータを用いる(研究全体の枠組みおよび詳細に関しては、『レジャー・

レクリエーション研究』第39号、第41号参照)。

E 研究の方法

(l)レジャー概念とストレス

本研究は、「レジヤ}とは、個人が置かれたストレス状況から自由になることであるJという仮説を中心概念として

進められるものである。「自由な心の状態に関連する態度jといった著書源からの理解に始まり、 T休息、休養、娯楽、・気

晴らし、創造的活動Jという機能に関するデュマズデギエの議論に到るまで、レジャー概念に関する論点は広範囲に及

んでいるが、ストレスという観点から捉えると、レジャー概念め規定は上記のように明確になる。この概念規定め妥当

性を検討するには、まずレジャー活動とストレスの両者を実測変数として捉え、それらを組み込んだモデルを検証する

ことがE産まれる。

(2)研究のデザイン

本研究の基本的デザインは、スケール聞の相関構造を分析する CorrelationalStudyであり、共分散構造分析を用い

ることにより還論モデルめ検定を行うもめである。本塁手度は、レジャー活動とストレスコ}ピングに関するサブスケー

ルを用いて分析を行う。

レジャー活動に関しては、レジャー白書の数値から、平成6年度・ 7年度・8年度の参加人口上位20位までのレジャ

ー活動に着目した。このうち、レジャー白書における(イ)スポーツ部門、(ロ)趣味・創作部門、〈ハ)娯楽部門、{ニ)

観光・行楽部門という 4つの中分類に傭りがないように、 14項目を取り上げた。具体的には、「ジョギングjf体操Jf釣

りj (以上スポーツ部門、 LAli:LA2 :'LAl4)、「ビデオの鑑賞Jf倒議、健いじりJf映画Jf音楽鍍賞J(以上趣味・創作部

門、 LA3:LAl:LA13:LAlI)、「カラオケJfパチンnj f宝くじJf外食J(以上娯楽部門。 LAl1:LA5:LA7:LA8)、「ドライブj

「動物園、植物園、水族館、博物館Jr閣内観光旅行J(以上観光・行楽部門、 LA10:LA12:LA9)という 14のレジャー活

動を取り上げて調査察を作成した。

ストレスコ」ピングについては、予防心理学の見地から作成されたストレス及びストレスコ』ピングのチヱツクリス

トを用いて調査票を作成した。 A毒事によれば、これまでのストレス研究を概観すると、ストレスに関するサブスケール

として、 fSignificant Life EventsJ • fDaily HasslesJ・fCopingStyl<lJ • fUpliftsJ・fSocialSupportJ • fHardinessJ • 

fNervousnessJ • fAngerJ・fTypeAJ・fTypeCJという 10のスケーJレが挙げられる(八尋撃那雄他 1990 r健康障害

の予防心理学的研究 (1) Stress and Stress-coping Iこ関する CheckListの作成JW中京大学文学部紀要 第二十

五巻第 l 号~)。このうち、 rSignificant Life Ever山 J!:: fDaily HasslesJの2因子はストレッサー、 rCopingStyleJ • 
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rUpliftsJ" rSocia1 SupportJ " fIlardinessJの4因子はストレスへの対処行動、 rNervousnessJ と rAngerJの2図

子はストレッサーと健康障害を結びつける要因、 fTypeAJ と rTypeCJの2因子は、特定疾患の危険因子である、と

いうひしかしながら、これらのサブスケール全てを取り上げると、それだけで 153項目になってしまう。そこで、本研

究における余暇行動の定義づけとの関連から、ストレッサーとして、 rSignificantLife EventsJ と rDailyHasslesJ 

の2因子、ストレスへの対処行動として‘ rCopingStyleJ と rUpliftsJの2因子を取り上げて、調査察に組み込むこ

ととした。

(3)サンプル

1999年に青森市の選挙人名簿から 1000人を無作為抽出し、郵送法を用いて回収した。有効回答数は292名であった。

E 結果

(1)レジャー活動

レジャー白書では、市場の動向から上記の4つに分類していたが、レジャー活動の分類は、これらの経験則的な分類

とデータの因子分析の結果をもとに行われた。因子分析における各変数の因子に対するローデイング(薦相関係数)は

表ー lのPatternMatrixに、国有{直及び寄与率などの基礎分析結果は表-2に示した(表ー 1において、. 25以下のロ

ーディングは除外されている。また、 LA1~LA14 はレジャー活動の 1 から 14 を指す)。

表-1.レジャ}活動の庫相関マトPッタス{オ7・9ミン回転}
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.807 
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LA7 .651 
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図1. レジャ}活動の成分プロット 1

表2. レジャー活動の民子分析{斜交解)

To凶 v.巾問・E刷・，ined

a. When components ore correlated. Bums of squared loadings 
。annotbe added tO obtain a total variance. 

具体的には、上記の4つの成分から因子が構成されることが

わかったが、このままでは1つ自の因子の位置づけが不明確で

あったので、それぞれの成分を軸にとって2次元にプロットし

たところ図1、図2、図3のようになった。
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図2. レジャ}活動の成分プロットz
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Component Plot in Rotated Space 
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これらのx軸、 y軸は、それぞれの成分を指すことに

なるが、これによると成分 lは、 rLA12とLA9J、rLA3
5 
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とLA8とLAI0J、rLAIJ という 3つのグループから成

ることがわかる。

したがって、レジャー活動は5つの因子に分類する
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のが妥当だと恩われる(詳細は発表当日資料参照)。
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図3. レジャー活動の成分プロット 3

(2) レジャー活動とストレスコーピング

14項目で測定されたレジャー活動は、既に述べられ

たプロセスで5つの因子に分類されたが、ストレスコ

ーピングに関しでも同様の方法で因子化が行われた。ストレスコーピングは 23項目の具体的な実測項目で測定された

が、心理学的には Denial. Repression. Rationalization， Reaction Formation， Projection， 

Intellectualization， Displacement等の概念的図子に分類する事が可能である (Hilgard，E. • Atkinson， R.， Atkinson， 

R. ; 1979)と考えられている。ストレスコーヒ。ングの分類は、これらの理論的分類とデータの因子分析の結果を考え合わ

せて行われた。因子分析における各変数の因子に対するローディング(扇相関係数)は表ー 3のPatternMatrixに、

固有値及び寄与率などの基礎分析結果は表一 4に示した(表ー 3において、.25以下のローデイングは除外されている)。

表時 3.ストレスコーピングの扇栂!努マトロックス(オnミン回転j

Pa坑emMatrix 

ComDonent 

2 3 4 5 6 7 
SCOPE1 .764 
SCOPE2 ー.631
SCOPE3 ー.658
SCOPE4 ー456 .577 
SCOPE5 376 364 
SCOPE6 ー749
SCOPE7 一.700
SCOPE8 .596 
SCOPE9 696 
SCOPE10 780 
SCOPE11 .764 
SCOPE12 .496 
SCOPE13 ヘ506 ，343 
SCOPE14 “日41
SCOPE15 -.827 
SCOPE16 .305 415 
SCOPE17 .806 
SCOPE18 .798 
SCOPE19 .635 
SCOPE20 740 
SCOPE21 ー.336 ー.654
SCOPE22 .661 ー.389
SCOPE23 :.3.33 ~n -.387 1 

Extraction Method: Principal Component Analysis 
Rotation Method: Oblimin w納 KaiserNorma1izatI-on 
8. Rotatian converged in 50 iterations. 

最終的に、 23項目で測定されたストレスコーピングは、変数のローディングと各設簡の内容を検討した結果、 9つの

タイプで表現されると考えられた(詳細は発表当日資料参照)。この9つのコーピングタイプの基準となったのが、因

子分析で抽出された7つの因子であった。これらの7因子の寄与率は、全体で約 62'覧であり、項目数が多い事を考慮す
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ると、十分に評価できると考えられた (kaiser-Meyer-Olkin's Sampling Adequacy=. 780)。また、各悶子俸の寄与

率に関しては、表-3を参照されたい。なお、 9つのコーピングタイプは次のようなものであった。

1. Optimism :楽観的にストレスを受け止め、何の対処もしなくとも、何とかなるという態度

2. One thing at a time :ストレスに一つ一つ計画的に対処する態度

3. Displacement :何か他の事をする事によりストレスを解消しようとする態度

4. Rationalization:ストレスは自分の為になると解釈して納得しようとする態度

5. Facing :主観的あるいは客観的にストレスに対処しようとする態度

6.Passive:ストレスが過ぎ去るまでじっと辛抱して待つ態度

7. Se lf-Blaming:自分自信を責める事により、ストレスを合理化しようとする態度

8. Denial-Aviodance-Acceptance:3ステップでストレスを受動的に捉える態度

9. Support -Seeking :助けを求める事で、ストレスの軽減を試みる態度

我々は、一貫してレジャー活動はストレスコーピングの

表4 ストレスコーピングの医子分野f斜受傷}

Total Vi町泊noeExpl・ined
Extraction $ums of $auarad Loadinl!s 

Componant Total 首ofVarianca Cumulative首
1 4.930 21.434 21.434 
2 2.830 12.303 33.737 
3 1.744 7.581 41.318 
4 1.360 5.912 47.230 
5 1.253 5.447 52.677 
e 1.120 4.671 57.546 
7 i.lll'L 」一~五2J ~1.97ι 
Extraction Method: Principal Component Analysis‘ 

一部として捉える事が可能であると考えてきた。この考

え方が正しいとすれば、その必要条件としてストレスコ

ーピングを独立変数とし、レジャー活動を従属変数とし

た回帰分析が、少なくとも、統計学的に有意な結果とな

らなくてはならない。そこで、レジャー活動には14項目

で測定された活動の頻度の総合点を与え、ステップワイ

ズ法を用いた重回帰分析をしたところ、レジャー活動が

ストレスコーピングの形として捉えられるモデルをサボ

}卜する結果が得られた。誌面の関係上、分析の詳細は発表時に報告するとして、分析の基本的結果は表ー5に示した。

coe冊ci.叫"

表-5.ストレスコ}ピングとレジャ}行動の重回帰分析
重回帰分析の結果、コーピングタ

イプの中で、レジャー行動を考える
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図-4.レジャー活動と回帰予測値のプロット

上で重要な項目は Displacementと

Support -Seekingであると考えら

れる。回帰予測債と実際のレジャー

活動とのプロットは図-4に示した。

このモデルの重相関係数は.428で

あり、コーピングタイプだけを用いて現実的なレベルで余暇活

動を予測する事は困難であると考えられる。しかし、

DisplacementとSupport-Seekingは、項目数が少なく、分散も

小さいので項目数を増やし、内容の詳細化をはかる事により回

帰効率は高まる事が考えられる。更に、回帰モデル全体の効率

は、余暇満足度、余暇歴、余暇動機、余暇ニーズ等の変数を回

帰モデルに組み込む事で向上すると考えられる。

(以下、詳細は発表当日資料参照)
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